
故
学
長

中
村
直
勝
先
生

追

悼

の

こ

と

ば

昭
和
五
十

一
年
二
月
二
十

三
日
、
故
学
長
中
村
直
勝
先
生

は
、
夜
来
の
嵐
に
吹
き
散
る
花
の
如
く
、
溢
焉
と
し
て
長
逝
致
さ
れ
ま
し
た
。
教
職
員

一
同
、
且

つ
は
そ
の

無
常
な
る
に
驚
き
、
且
つ
は
そ
の
嬰
鎌
た
る
御
風
貌
に
も
は

や
接
す
る
こ
と
の
出
来

ぬ
の
を
悲
し
み
、
痛
酸
の
極
、
そ
の
堪
う
る
と
こ
ろ
を
知
ら
ぬ
有
様
で
あ
り
ま
す
。

先
生
は
滋
賀
県
大
津
市
長
等
神
社
宮
司
家
に
御
誕
生
、
幼
少
の
こ
ろ
よ
り
俊
秀

の
誉
長
く
、
長
ず
る
や
笈
を
負
う
て
京
都
大
学
に
遊
学
、
国
史
学
を
修
め
ら
れ
、
最
優

秀
の
成
績
を
も

っ
て
御
卒
業
の
の
ち
、
第
三
高
等
学
校
、
京
都
大
学
、
京
都
女

子
大
学
に
助
教
授
ま
た
教
授
と
し
て
御
歴
任
、
そ
の
間
、
現
今
、
政
経
文
教
各
界
に
活
躍

す

る
幾
多
の
有
能
の
英
才
を
育
成
さ
れ
ま
し
た
こ
と
は
、
世

人
の
よ
く
知
る
と

こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

昭
和
四
十

一
年
四
月
、
本
学
々
長
に
迎
え
ら
れ
、
時
す
で
に
老
齢
に
も
拘
ら
ず
、
壮
者
を
凌
ぐ
勢
を
も

っ
て
、
大
学
教
育

に
尽
痺
さ
れ
、
あ
わ
せ
て
本
学
園
理
事
と
し

て
の
重
責
に
任
じ
、
終
焉

の
片
時

に
も
精
励
致
さ
れ
ま
し
た
。

先
生
は
教
職
繁
忙

の
際

に
も
、
学
者
と
し
て
の
御
研
鎭
は
絶
え
る
こ
と
な
く
、
等
身
に
あ
ま
る
許
多

の
著
作

を
撰
述
さ
れ
、
そ
の
範
囲
は
、
御
専
門
の
国
史
学
は
言
う

ま
で
も
な
く
、
広
く
地
方
志
か
ら

趣
味
曲豆
か
な
芸
能
に
も
及
び
、
そ
の
創
意
に
す
ぐ
れ
た
御
見
識
は
、
常
に
世
人
の
注
目
す
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
わ
け
て
も
古
文
書
学
に

お

い
て
は
、
日
本
に
お
け
る
第

一
人
者
と
し
て
天
下

の
認
め
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

先
生
は
、
資
性
高
適
、
大
学
の
運
営
に
当

っ
て
も
、
常
に
寛
容
の
精
神
を
も

っ
て
、
温
情
を
籠
め
て
対
処
さ
れ
、
教
職
員
な
ら
び
に
学
生
の
間
に
は
、
慈
父
の
ご
と
く

敬
慕
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
そ
の
日
常
談
笑
の
間

に
お
い
て
、
奇
智
触
発
す
る
御
容
姿
は
、
今
な
お
彷
彿
と
し
て
眼
前
に
浮
び
上
る
か
の
ご
と
く

で
あ
り
ま
す
。

永
く
百
年

の
御
齢

を
重
ね
ら
れ
、
何
時
ま
で
も
御
指
導
を
給
わ
る
も
の
と
信

じ
て
お
り
ま
し
た
が
、
遂
に
幽
明
境
を
異
に
す
る
に
至
り
ま
し
た
こ
と
は
返
す
が
え
す
も

遺
憾

で
あ
り
ま
す
。
時
し
も
今
年

は
、
本
大
学
創
立
十
週
年
を
迎
え
る
に
当
り
、

こ
の
高
徳
を
失
う
こ
と
は
、
洵
に
大
き
な
損
失

で
あ
り
ま
す
。
た
だ
た
だ
昊
天

の
弔
み

の
足
ら
ざ
る
を
恨
む
ば
か
り
で
あ
り
ま
す
。
こ
の
上
は
本
学

々
風
の
基
礎
を
作
ら
れ
た
初
代
学
長
と
し
て
、
世
々
代
々
模
範

と
仰
ぎ
、
そ
の
御
遺
徳
を
遵
奉
す
る
こ
と
こ

そ
、
せ
め
て
も
の
御
報
恩
と
覚
悟
致
し
て
お
り
ま
す
。

謹
ん
で
先
生
の
御
冥
福
を
お
祈
り
し
て
追
悼

の
こ
と
ば
と
致
し
ま
す
。

学
部
長

中

田

勇

次

郎



故

中
村
直
勝
先
生

略
歴

一
、
明
治
二
十

三
年
六
月
七
日
、
滋
賀
県
大
津
市
長
等
神

社
宮
司
家
の
長
男
と
し
て
出
生
。

一
、
大
正
四
年
七
月
、
京
都
帝
国
大
学
文
科
大
学
卒
業
。

一
、
大
正
五
年
十
月
よ
り
八
年

三
月
ま
で
、
同
文
科
大
学

副
手
。

一
、
大
正
八
年
九
月
、
第

三
高
等
学
校
講
師

を

命

ぜ

ら

る
。

、
大
正
九
年
十
月
、
第

三
高
等
学
校
教
授

に

任

ぜ

ら

る
。

、
大
正
十

一
年
四
月

よ
り
昭
和

二
年
三
月
ま
で
京
都
帝

国
大
学
文
学
部
講
師
。

、
昭
和
二
年
七
月
、
同
大
学
文
学
部
助
教
授
に
任
ぜ
ら

る
。

一
、
昭
和
二
十

一
年
十

一
月
、
文
学
博
士
の

学

位

を

受

く
Q

一
、
昭
和
二
十
三
年

一
月
、
パ
ー
ジ
に
よ
り
第
三
高
等
学

校
教
授
兼
京
都
帝
国
大
学
助
教
授
を
免
ぜ
ら
る
。

一
、
以
後
三
十

一
年
三
月

に
至
る
間
、
自
宅
に
て
研
究
に

川

勝

政
太
郎

編

専
念
、

「彦
根
市
史
」

「堺
文
化
史
」
な
ど
の
編
纂

に
従

う
。

昭
和

二
十
三
年
以
降
、
近
畿
日
本
鉄
道
嘱
託
。

一

、

昭
和

二
十
六
年
十
月
、
パ
ー
ジ
解
除
、
教
職
員
適
格

一

、

確
認

さ
る
。

昭
和

二
十
八
年
創
立
の
京
都
国
際
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ

一

、

ブ
の
会
員
と
な
り
、
ガ
バ
ー
ナ
な
ど
を
勤
む
。

、
昭
和

三
十

一
年
四
月
よ
り
四
十

一
年
三
月
ま
で
京
都

女
子
大
学
文
学
部
教
授
。

一
、
昭
和
四
十

一
年
四
月
、
大
手
前
女
子
大

学

創

立

以

来
、
学
長
に
就
任
、
あ
わ
せ
て
学
校
法
人
大
手
前
女

子
学
園
理
事
。

、
昭
和
四
十
三
年
創
立
の
日
本
古
文
書
学
会
の
二
代
目

会
長

に
就
任
。

昭
和
四
十
三
年
十

一
月
、
勲
三
等
瑞
宝
章
を
受
く
。

一

、

昭
和

五
十

一
年
二
月
二
十
三
日
、
逝
去
、
享
年
八
十

一
、

五
歳
。

正
四
位
を
追
贈
さ
る
。

一

、

一2一



中
村
直
勝
先
生
著
書
目
録

　

アコチ

刀

日
月

口

本

文

化

史

-

南
北

朝

時

代

南
朝
の
研
究

春
日
神
社
文
書

(第

}
)

後
醍
醐
天
皇
御
略
伝

醍
醐
天
皇
御
事
略

談
山
神
社
文
書

宇
多
天
皇
御
事
紀

弘
法
大
師
の
教
育

北
畠
親
房

結
城
宗
広
卿
と
其
時
代

春
日
神
社
文
書

(第
二
)

建
武
中
興
と
大
阪
阿
倍
野

天
皇
と
国
史
の
進
展

当
政
太
郎

大
鐙
閣

大
正

一

星
野
書
店

昭
和

春

日
神
社

-・
導

戸
ト

J

h

H

-

,ー

ユ

ー
ー
田
よ
わ
労
」

醍
醐
省

星
野
書
店

仁
和
寺

星
野
書
店

結

城
神
社

上
山
泰
文
堂

阿
倍
野
神
社

賢
文
館

大
織
冠
藤
原
鎌
足
公
の
生
活

談
山
神
社

九

・

徳
川
家
光

吉
野
町
史

国
史
の
中
枢

古
文
書
学

宗
良
親
王
御
伝
略

建
設
社

星
、野
書
店

長
野
県

国
史
講
座

井
伊
谷
宮

北
畠
親
房

(日
本
教
育
家
文
庫
)

北
海
出
版
社

国
史
通
論

星
野
書
店

天
智
天
皇

近
江
神
宮

天
野
山
金
剛
寺
略
志

金
剛
寺

「

大
楠
公
夫
人
と
銃
後
夫
人
湊
川
神
社

一
三

・

二 〇 九 七 四

一 一 一 一 一 七 五 四 三

〇 〇 〇 〇 〇 九 九 九 ・ 七 ・ 五 ・ ・

ブLプL/Lフ 代[四 二ニ ソL三 一(⊃ 二二(⊃ ヨf:一一 二二

三 二 一 編

五 六 八

建
武
四
年
紗
録
論
語
解
説

蒲
田
家

後
醍
醐
天
皇
と
金
剛
寺

金
剛
寺

豊
国
大
明
神
御
神
徳
記

豊
国
神
社

水
無
瀬

・
山
崎
附
近

京
阪
電
鉄

荘
園
の
研
究

星
野
書
店

勤
皇
護
国

金
光
青
年
会

、

建
武
中
興
記
念
会

近
江
神
宮

古
野
朝
時
代
史
通
論

日
本
放
送

口
本
文
化
と
京
都

京
都
市

概
観
国
史

北
海
出
版
社

嵯
峨
天
皇
の
御
聖
徳

綱
敷
天
神
宮

日
本
新
文
化
史

吉
野
時
代

内
外
出
版

通
説
日
本
上
代
史

臼
井
書
店

仏
教
の
日
本
精
神
に
及
ぼ
し
た
影
響

天
台
宗
務
庁

後
醍
醐
天
皇
御
関
係
十
五
官
幣
社
御
祭
神
御
神
徳
記

近
江
神
宮
と
御
祭
神
天
智
天
皇
の
御
聖
徳

北
贔
親
房
公
景
伝

通
説
日
本
中
世
近
代
史

口
本
概
史

随
筆
楠
公

国
史
の
話

神
社
文
化
史

日
本
想
芸
史

日
支
文
化
の
交
渉

水
無
瀬
山
崎
附
近

経
済
史
観
日
本

(上
)

南
都
北
嶺

崇
徳
天
塁
御
事
紀

(
再
刊

)

一
四

・

一

一
四

・
五

一
四

・
七

一
四

・
七

一
四

・

　
〇

一
五

・
四

一
五

・

一
〇

一
五

・

三

一
六

∴

.

一
六

・
五

一
六

・

一
〇

}
し

・
七

一
ヒ

・
し

一
」し

゜
ヒ

一
七

∴

一

星

野
書

店

一
八

∴

.}

臼
井

書

店

】
八

・
四

文

芸

春

秋

社

一
八

・
八

星

野
書

店

一
八

・

一
二

全

国

書

房

}
八

・

}
二

一
条

書

房

一
九

∴

二

宝

書

房

二

一
・

一
〇

申

々
社

二

}

宝

書

房

二

二

・

}

一

臼

井

書

店

二

三

・

一

星

野

書

店

二

三

・
九

白

峰

神

宮

二
四

・
九

後
水
尾
天
皇
御
紀

大
覚
寺

.
エ
ハ
・
五

天
満
宮

の
御
芳
徳

北
野
奉
賀
会

二
七

∴
.「

宮
崎
友
禅

翁
小
伝

.

.八

足
利

ノ
尊
氏

弘
文
堂

.
。へ

・
一
二

南
坊
録
に
学
ぶ

星
野
書
店

}ぺ

・
=

一

佐
紀

・
佐
保

近

鉄

二
九

・
九

安

場
禎
次

郎
先
生
小

伝

星
野
書

店

一九

・

一
〇

増

鏡

ア
テ
ネ
文
庫

三
〇

・
九

人
望
第

一
代
伸
武

人
皇

星
野
書

店

三
二

・
二

目
本
史
大

概

同

三
三

・
七

日
本
合
成

化
学
工
業

(株

)
三
卜
年
史

其

社

三
三

・
=

一

京

の
魅
力

淡
交
新
社

三
四

・
一
一

光
厳
ヒ
皇

と
常
照
皇
寺

常
照
塁
寺

三
五

・
七

奈
良
大
和
路

の
魅
力

淡
交
新
社

三
五

・
七

妊喫
尿
の
魅
力

淡
山父
社

一一一六

・
五

光
厳
天
皇

同

三
六

・
五

吉
野
熊
野
路

の
魅
力

同

三
し

・
.
一

平
安
時
代

の
文
化

至
文
堂

三
七

・
五

斜
め
に
見

る
京
都

白
川
書
院

三
七

・
五

京

の
庭
を
歩
く

白
川
書
院

三
七

・
九

起
請
の
心

(
限
定
版

)

便
利
堂

三
七

・
七

歴
史
の
発
見

人
物
往
来
社

三
七

・
】
一

京

の
仏
達

白
川
書
院

三
八

・
五

新
京
の
魅
力

淡
交
社

三
八

・
八

中

村
直
勝

日
本
史

(
一
)

白
川
書
院

四
〇

・
}

京

の
や
し
ろ

淡
交
社

四
〇

・
一

茶

道

裏
千
家

四
〇

・
圧

大
和

の
や
し
ろ

淡
交
社

四
〇

・
九

中
村
直
勝

日
本
史

(
二
)

白
川
書
院

四
〇

・
=

中

村

直

勝

口
本

史

(
三

4

、ー
ぢ

⊃
『

f
ー
者

0
日
ー

一ゴ
.」
ーK

,梓
ツ

全
ル

茶

道

の
心

ア

利

休

東

山

殿

義

政
私

伝

口
本
芸

能
小

史

口
本

想

芸
史

(再

門

)

語

ら
ば

や

な
古

社

与

堺
文

化

史
伝

教

養

日

本
史

中

村

直

勝

日
本

史

(
四
)

カ
ラ
ー
京
都

の
魅
力

(洛
北

)

カ
ラ
ー
京
都

の
魅
力

(洛
酉

)

カ
ラ
ー
京
都
の
魅
力

(洛
東

)

歴
史
対
談
平
家
物
語

カ
ラ
ー
京
都

の
魅
力

(洛
南

)

日
本
古
文
書
学

(上
)

角

川
書
店

カ
ラ
ー
京
都
の
魅
力

(洛
中

)

カ
ラ
ー
近
江
路

の
一魅
力

(乾

の
巻
)

カ
ラ
ー
近
江
路

の
魅
力

(坤

の
巻
)

カ
ラ
ー
美
濃
路

の
魅
力

日
本
古
文
書
学

(中

)

荒
説
日
本
史

(上
)

荒
説

日
本
史

(
中

)

荒
説

日
本
史

(
下
)

荘
園

の
研
究

(
復
刊
)

口
本
古
文
書
学

(ド

)

白

川
書
院

四
二

・
一
〇

淡
乱父
社

四
冒
.
・

一
一

浪
速
社

四
三

・
一

浪
速
社

四
　.∵

一
〇

浪
速
社

四

四

・
一

河
原
書
店

四

五

・
一

浪
速
社

四

五

・
五

学
生
社

四
五

・
五

学

生
社

四
丘

・
九

堺
市
教

委

四
⊥ハ
・
三

自
川
書

院

四
六

・
四

白
川
書

院

四
六

・
七

淡
交
社

四
六

・
八

淡
山父
社

四
⊥ハ
・
一
∩
)

淡
交
社

四
L
ハ
・
一

一

講

談
社
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